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リズム体操開発における構成運動の研究
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Ⅰ．背景と目的
　周知の通り，近年の北海道の子どもの体力・運動能力
は他県と比較し非常に低い状況にある。上記の現状を打
破するために，北海道教育委員会は体力向上支援プログ
ラムを策定し，具体的な取り組み課題を提言している1）。
これを受け，北海道内のいくつかの小学校等で具体的な
取り組みが行われ，その内容が紹介されている2）。しか
しながら，広大な北海道では各地域の特色も多様であり，
学校毎に取り組み状況に差が生じてしまうことは認めざ
るをえない状況である。また，北海道内の全学校に体力・
運動能力向上の専門指導員を配置できるわけではないこ
とも，地域毎の取り組み状況の差につながるものと考え
られる。そこで，筆者らは平成27年度から平成29年度の
３年計画で，「地域性に左右されず，専門的な運動指導
員も必要ではない，手軽に取り組める子どもの体力・運
動能力向上プログラム」として「リズム体操」開発に取
り組むことを考えた。
　平成27年度は，過去に北海道で取り組まれた「リズム
体操」の調査研究を行った3）。そこでは，これまで北海
道で取り組まれてきた「道民体操」と「はっちゃき体操」
における当時の資料調査と，それぞれの開発者へのヒア
リング調査を通して，制作意図や運動選定理由，取り組
み時期，普及のための方法等を研究報告としてまとめた3）。
本稿では，開発する「リズム体操」を構成する運動内容
と主たる学習効果，新体力テスト内容との関連性を報告
する。
Ⅱ．方　法
　第一に，全国体力・運動能力，運動習慣等調査で行わ
れる新体力テストの課題内容とねらい等について確認す
る。その後，それらを踏まえた上で，８項目の運動課題
における体力・運動能力向上に効果的に働く「リズム体
操」の構成運動を発生運動学的立場から検討し，その運
動内容を提示する。
Ⅲ．新体力テストのねらい
　文部科学省は，全国体力・運動能力，運動習慣等調査
及び新体力テストのねらいについて，簡潔に「全国体力・
運動能力，運動習慣等調査（以下，全国体力調査）は，
平成10年から実施されている「新体力テスト」を用いて
子どもの体力の状況を把握するとともに，日常生活にお
ける運動習慣及び基本的な生活習慣などの状況を把握
し，その改善を通して，体力・運動能力を向上させるこ
とを目的としている」と述べている4）。上記のねらいの
もと行われる新体力テストは「基礎的運動要因」と「基
礎的運動能力」を測るテストとして位置づけられる4）。
「基礎的運動要因」は「筋力，持久力，瞬発力，敏捷性，
柔軟性など」4）とされており，いわゆる体力要素を示し
ている。これを測定する実技テストとして，昭和39年か
ら平成９年まで「体力診断テスト」が行われていた4）。
一方の「基礎的運動能力」は「走る，跳ぶ，投げる，打つ，
押す，蹴るなど」4）とされ，これは運動能力を意味して
いると捉えることができる。現にこれらを測定する内容
として，過去には「運動能力テスト」が扱われていた4）。
これらの「走る，跳ぶ，投げる，打つ，押す，蹴るなど」
の運動は，目的を持った運動行為として捉える必要があ
り，ここに発生運動学の視座から運動内容を検討すべき
必要性が生じてくる。そのため，本稿で扱う「リズム体操」
の構成運動は発生運動学的視点から考察されるものであ
る。新体力テストの基本的な位置づけを確認したところ
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で，ここからは具体的な８項目の運動課題を確認してい
く。本研究では小学生を研究対象としているため，新体
力テストにおいても小学５年生の内容のみを扱う。小学
５年生を対象とした新体力テストの実技課題は「握力，
上体起こし，長座体前屈，50ｍ走，立ち幅とび，ソフト
ボール投げ，反復横とび，20ｍシャトルラン」の８項目
から構成されている。文部科学省は，これらの新体力テ
ストのテスト項目と運動能力評価，体力評価，運動特性
との対応関係を示している4）（図１，表１，図２）。これ
によれば，50ｍ走，20ｍシャトルラン，立ち幅とび，ソ
フトボール投げの４項目は体力評価及び運動能力評価の
指標となることが分かる。対して握力，上体起こし，長
座体前屈，反復横とびは体力評価の指標とされている。
Ⅳ．リズム体操の構成運動
　前段では新体力テストのねらいを確認した。握力，上
体起こし，長座体前屈，反復横とびの４項目は体力評価
の指標とされている内容である。これに対して50ｍ走，
20ｍシャトルラン，立ち幅とび，ソフトボール投げの４
項目は運動能力評価の指標ともなっている。運動能力と
しての「走る，跳ぶ，投げる，打つ，押す，蹴るなど」
の運動は先にも述べた通り，目的を持った運動行為とし
て捉える必要がある。このような目的を持った運動行為
は，〈価値意識〉5）が共生する運動財5）として扱われる
必要がある。新体力テストにおける運動財は，距離や時
間の測定結果を比較して競争するという価値構造を有し
ていると捉えることができる。さらに，あるまとまりを
もったひとつの運動行為としての運動財は，筋力などの
単なる生理学的な力で説明されるものではなく，生き生
きとした運動リズムが含有されるのである。金子は，こ
の運動リズムについて「運動を実施するときの力動感と
しての抑揚や起伏で表される緊張や解緊と理解すればよ
い」5）としている。さらに，金子は「ここでいう動きの
リズムは，それぞれの運動がもつ個別のリズムのこと
で，投げるリズム，助走リズム，蹴るリズム，回転する
リズムといった具合にそれぞれ運動には，固有のリズム
としての〈基本リズム〉」5）があると記述している。こ
れに続けて金子は「この基本リズムは，その運動を合目
的的，合理的，経済的にするものであり，その運動がもっ
ている固有の基本的な動きかたの全体の流れを表すもの
です。ですから，その動きのリズムを覚えることができ
図１　運動能力の領域と各種テストとの対応関係（文献
４より転載）
図２　新体力テストが測定する運動特性（活用シートか
ら）（文献４より転載）
表１　新体力テスト項目と評価内容の対応関係（文献４より転載）
テスト項目 運動能力評価 体力評価 運動神経
50ｍ走 走能力 スピード すばやく移動する能力 すばやさ 力強さ
持久走 走能力 全身持久力 運動を持続する能力 ねばり強さ
20ｍシャトルラン 走能力 全身持久力 運動を持続する能力 ねばり強さ
立ち幅とび 跳躍能力 跳躍力 すばやく動き出す能力 力強さ タイミングの良さ
ボール投げ 投球能力 巧緻性 運動を調整する能力
力強さ タイミングの良さ
瞬発力 すばやく動き出す能力
握力 筋力 大きな力を出す能力 力強さ
上体起こし 筋力 大きな力を出す能力
力強さ ねばり強さ
筋持久力 筋力を持続する能力
長座体前屈 柔軟性 大きく関節を動かす能力 体の柔らかさ
反復横とび 敏捷性 すばやく動作を繰り返す能力 すばやさ タイミングの良さ
※ねばり強さ：動きを持続する能力
※小学生では20ｍシャルラン、中学生では持久走と20ｍシャルランのどちらかを選択
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なければ，あるいはそれが崩れてしまえば，その動きを
つくり出せなかったり，できなくなってしまいます」と
し，運動財を習得するためには，この運動リズムを覚え
る必要があることに言及している5）。筆者らは，この運
動財がそれぞれにもつ固有の運動リズムに着目し，開発
する「リズム体操」に新体力テストで扱われる運動の基
本リズムを組み込むことで運動財の習得および運動能力
の向上を図ることとする。
　上記視点に基づき「リズム体操」に組み込む運動内容
を表２に示す。尚，ここでは運動内容の順序性の決定や
全体構成の中での細かい動きの調整までは立ち入らず，
一つ一つの運動内容ごとの主たる学習内容と新体力テス
トとの関連性を示す。
表２　運動内容と学習内容・新体力テストとの関連性
運動内容 参考 学習内容 新体力テスト関連項目
①リバウンドジャンプ 図3・4 素早い跳躍連続 50ｍ走・反復横とび
②肩回旋手たたき（内旋・外旋） 図5 上肢・上半身連動 立ち幅とび・ボール投げ
③腕屈伸フレーフレー 図6 リリース位置把握 ボール投げ・握力
④ももあげ（膝・肘） 図7 上肢・下肢連動 50ｍ走・上体起こし
⑤ももあげ（足・手） 図8 上肢・下肢連動 50ｍ走・長座体前屈
⑥開脚前屈腰捻転 図9 上肢連動の腰捻転 ボール投げ・長座体前屈
⑦開脚前屈腰捻転（ストレッチ） 図10 大腿裏面柔軟 長座体前屈
⑧座位足あげ（片足・両足） 図11・12 柔軟・筋力強化 長座体前屈・上体起こし
⑨座位膝屈伸 図13 柔軟・筋力強化 長座体前屈・上体起こし
⑩ジャックナイフストレッチ 図14 大腿裏面柔軟 長座体前屈
⑪スプリントスタート 図15 スタートリズム 50ｍ走
⑫スプリットステップ（4方向） 図16 素早い方向転換 反復横とび
⑬片足フライング 図17 跳動作リズム 立ち幅とび
⑭腰捻転投動作導入 図18 投動作リズム ボール投げ
⑮腰捻転投動作 図19 投動作リズム ボール投げ
⑯腰捻転投動作2 図20 投動作リズム ボール投げ
⑰腰捻転手打ち 図21 打動作リズム ボール投げ
図３　リバウンドジャンプ（ストレート）
図４　リバウンドジャンプ（バリエーション）
─　　─146
リズム体操開発における構成運動の研究
図５　肩回旋手たたき
図７　ももあげ（膝・肘）
図６　腕屈伸フレーフレー
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図９　開脚前屈腰捻転
図10　開脚前屈腰捻転（ストレッチ）
図８　ももあげ（足・手）
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図11　座位足あげ
図13　座位膝屈伸 図14　ジャックナイフストレッチ
図12　座位足あげ（両足）
図15　スプリントスタート
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図16　スプリットステップ
図17　片足フライング
図18　腰捻転投動作導入
図19　腰捻転投動作
図20　腰捻転投動作２
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Ⅴ．まとめと展望
　本研究では，現在の新体力テストの８項目の実技課題
を踏まえたうえで，それらに関連する体力・運動能力の
向上を意図した運動内容を発生運動学の立場から検討
し，主たる学習内容や新体力テストとの連関を運動内容
ごとに記した。特に本研究では，新体力テストの運動内
容を「目的を持った運動行為」としての「運動財」とし
て捉え，各運動が固有にもっている「運動リズム」を身
につけるという視点を重視し，「リズム体操」に構成す
る運動内容の検討を行った。今後，これらを一つの「リ
ズム体操」に構成していくためには，ここで検討した内
容を基盤としながら最適なものを選定し，効果的な順序
性を検討し，伴奏曲に合うように細かい動きやつなぎ・
リズムを決定していく必要がある。その際は，平成27年
度の筆者らの先行研究3）で記した内容を念頭に「リズム
体操」の構成・開発を行っていく。
付　記
　本研究は，平成27－29年度文部科学省私立大学戦略的
研究基盤形成支援事業の助成を受けて実施された。
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図21　腰捻転手打ち
